
　大阪時計卸協同
組合（河合暢雄理
事長）、全国宝石卸
商協同組合関西支
部（鹿野琢也支部
長）、大阪時計宝飾
眼鏡商業協同組合
（辰巳貞一理事長）
の3団体合同による
「大阪・時計宝飾新
年互礼会」が、1月6

日、ホテル日航大阪で開催され、来賓は
じめ会員など約70名が集まり、新春を
祝った。
　今年は、例年と異なり、同会場6階の神
殿で出雲大社による祈祷から始まった。
　その後、32階のスカイテラスに場所
を移し、新春互例会が、江藤克二専務
理事の司会で開宴した。
　国歌ならびに一月一日の歌を斉唱し

た後、各
団体代
表が 登
壇し、当
番 制 に
よる会の
運 営か
ら、代表
挨 拶 に

は辰巳理事長が立ち「ナッジという言葉
をご存知でしょうか。英語でNUDGEと
書きます。その意味は、“隣にいる人を軽
く肘でつつくという意味です。このナッジ
という考え方（行動経済学の分野で話
題となっているテーマ）を、この頃行政も
取り入れています。昨年の10月に市役所
から一枚のハガキが届きました。最近あ
なたの医療機関での検査結果から、あ
なたはメタボですと連絡がありました。お
近くの医療機関に、どうぞご相談に行っ
てくださいと。要は、メタボの私が難しい
病気になったら、健康保険が負担する医
療費が上がるわけで、年寄りに対して
“肘をつつき”わかってるでしょうね！？と
「気づき」を与えるシステムです」と説明
してから、「日本ジュエリー協会が、この3
年ほど前から、二十歳のパールという、
動画を使って皆様に真珠を買ってもらう
キャンペーンをしています。真珠の販売

に役立ててくださいと、特定の真珠を売
るのではなく、日本全体で真珠に対して、
皆さんにもっと知って頂きましょうという
ことです。40年前のデビアスが日本にた
くさんのお金を使った、ダイヤモンドの婚
約指輪は給料の3カ月分というキャン
ペーンは、マーケティングの教科書に載
るくらい成功した事例です。私どもはな
かなか時計が売れません。宝飾も非常
に苦戦しております。今年は業界皆で知
恵を合わせて、皆さんに私どもが扱う商
品を買ってもらうようなナッジの仕組み
を考えて、今年こそは良い年にしていき
たいと思っております。今年は縁結びの
神さんであります、出雲大社さんにご祈
祷をお願いしましたが、皆さんとのご縁
を大切にして、今年一年、素晴らしい繁
栄のひとつの足掛りの年になりますよう
祈念します。明けましておめでとうござい
ます」と述べ、挨拶にかえた。

　続いて、来賓祝辞として大阪府商工
労働部商業・サービス産業課総括主
査の山中雅博氏が知事祝辞を代読、
「2025年の大阪・関西万博は大阪産
業のグローバル化にとって絶好のチャ
ンスです。万博前後の持続した一連の
取り組みが大切であり、大阪の成長と
発展の鍵を握っています。2025年と、
その先の未来に向けて、世界の中で躍
動し、成長し続ける大阪の実現を目指
していきます」などと伝えた。
　乾杯は、河合理事長の代役として栄
光ホールディングス㈱会長の小谷年司
氏が「昔は日の出日の入り月の満ち欠
けなどで時間を測っていた。時間という
のは非常に人間の体と密接に関係して
いる。機械時計が600年ほど前にでき
てから、時間というのは体からだんだん
離れてきた。人間そのものが体内に時
計をもっているということらしい。従って
生きていることは素晴らしいというこ
と。最近の若者が機械式時計を好むの
もわかるような気がする」などと話して
から、最後に英国の18世紀に有名な
宣教師が書いた日記を紐解き「1月1
日、最善の1年であるように」との言葉
で乾杯し、歓談に入った。
　中締めは、鹿野支部長の大阪締め
でお開きとなった。。

　㈱ビジョナリーホールディングス（東
京都中央区、星崎尚彦社長）は、眼の
検査、メガネの調整・加工、アイケアリ
ラクゼーションといったアイケアサービ

スや聴力測定を含む補聴器販売を機
動的に提供する新たな取り組みとして、
車両型移動式店舗を今年1月から導
入し、全国を対象に順次サービスを展

開すると発表
した。
　同グループ
は、2014年6
月に眼の健康
寿命を延ばす

ために必要なあらゆる解決策を提供す
る企業としてアイケアに注力した商品・
サービス展開とその拡充を図ってき
た。そのアイケアサービスの根幹となっ
ているのが「トータルアイ検査」で、最大
52項目の検査メニューや夜間視力検
査をはじめとした専門的な検査により、
きめ細かく顧客の眼の状態や視距離
を調べる事で、用途や生活にあった最
適なメガネ作りの提案を行っている。 
　そうした中で、同グループは高齢や
病気などで来店が容易でない人に、自
宅、介護施設、病院に訪問して店舗と
同じ質の高い商品・サービスを提供す
る「メガネと補聴器の出張訪問サービ
ス」を2016年8月から本格展開し、利
用者をはじめ家族や介護、医療現場の

関係者から大変な好評を得ている。
　また、近年の異常気象や地震による
被災者への支援活動として、被災直後
に店舗や避難所において「既製老眼鏡
の無償提供」、「使い捨てコンタクトレ
ンズの緊急用無料配布」、「補聴器用
空気電池の無料配布」を行っている。 
　そうした背景から、同グループでは
店舗と同じサービスをいつでもどこで
も提供できる車両型移動式店舗を1月
から導入し、順次サービスを展開して
いく。今回の導入を通じて、眼やメガ
ネ、また補聴器で困る人に場所や時間
を選ばずに迅速に対応できる体制を
構築することで、更なるサービスレベル
向上を図っていくとする。なお今回の導
入は1車両となるが、車両の稼働状況
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　一般社団法人日
本 時 計 協 会
（JCWA。佐藤敏彦
会長）の新年賀詞交
歓会が、1月8日、ホ
テルニューオータニ
で開かれ、来賓はじ
め会員など107名が
集い新春を寿いだ。
　冒頭の代表挨拶では、佐藤会長が
「東京オリンピック開催年ではあるが、
時計業界にとっては『時の記念日、制
定100周年』という記念すべき年。4月
21日より2カ月開催される、上野国立
科学博物館での『時展覧会2020』に
参画し、『時計100年の技術の進歩』を
担当・展示する」と予告してから、昨年
の事業活動を振り返った。
　ISO国際標準化において日本が幹
事国である「耐磁ウオッチ」の国際規
格案が承認され、JIS日本産業企画に
おいては「ダイバーズウオッチ」の原案
作成委員会を立ち上げた。次世代育
成推進事業では、技能五輪全国大会
に参加する若手技術者への積極的な
指導・支援を実施。子供たちへのモノ
作りを通した啓蒙活動のほか、3年前
から開始した東北被災地復興支援と
して、福島大学との連携によるウオッ
チ・クロック組立教室を開催。好評を
得ると同時に現地での夏のイベントと
して定着しつつあると報告。今後もISO
国際標準化推進活動での更なるプレ
ゼンス発揮と戦略的なJIS日本産業企
画推進活動に尽力し、技術関連課題
にも積極的に取り組む。また、次世代
育成推進事業を通して、時計業界全

体の裾野の広がりを
願うとした。
　国内時計産業に
ついては「生産・輸
出においては、ウオッ
チでは中・高価格帯
が比較的堅調に推
移し、数量・金額とも

に前年を上回る見込み。クロックは数
量・金額ともに前年をやや下回る見込
み」との統計を述べた後、「成熟産業と
言われる時計産業ではあるが、各会員
企業では市場の拡大を見せている、い
わゆる“スマートウオッチ”分野の製品
開発にも力を入れる一方、古き良き伝
統を継承しつつイノベーションも推進
し、高付加価値製品の開発、中・高価
格帯製品の更なる充実により、ブラン
ド戦略の強化に一層力を入れていく。
商材そのものに魅力がある限り時計分
野は明るい未来があると確信してい
る」と述べ、挨拶にかえた。
　続いて、松本洋平経済産業副大臣
が「技能五輪において時計修理職種
に参加する技能者への指導や支援は、
国が支援する次世代育成推進事業と
合致し、更なるAIや5Gのイノベーショ
ン技術で新しいモノ作りを目指して欲
しい」などと祝辞を述べた。
　その後は服部真二副会長の発声で
乾杯、歓談に入った。
　なお、歓談中には第57回技能五輪
全国大会「時計修理職種」入賞者紹
介及び記念品授与が行われた。
　中締めは、中央大学教授の大隈久
氏が行い、お開きとなった。

商材に魅力がある限り未来は明るい
時の記念日制定100周年、4月21日から展覧会

日本時計協会「新年賀詞交歓会」

を見た上で今後
随時追加してい
く予定としてい
る。
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2020年は繁栄の年に
　いよいよ2020年がスタートした。各団体を代表する年頭所感が発表され、いくつかの新年会も開かれた。
　「繁栄の年」と期待する言葉があふれてはいるが、将来に希望が持てる力強い言葉は少ない。繁栄に必要なことは、
事業の継承。継承に必要なことは、成功を次世代に渡すことである。少なからず将来に期待が持てることが求められて
いる。企業が現状の維持を求めても、業界をリードする団体は一歩前に生み出すべきである。東京オリンピック・パラリ
ンピックの勢いのまま、年末を迎えるには、若きリーダーの旗振りが最善ではないだろうか。
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